
生活科学系コンソーシアム第 1回総会 議事録 
 日時：平成２０年７月５日（土） １１：３０～１２：１５ 場所：日本学術会議５－A会議室（１） 
 出席者：  コンソーシアム構成９学会より１４名    国際服飾学会（田中俊子） 日本衣服学会（安部栄子） 日本栄養・食糧学会（鈴木恵美子、加藤久典） 日本家政学会（佐々井啓）    日本家庭科教育学会（鶴田敦子、大竹美登利）    日本消費者教育学会（西村隆男、天野晴子）    日本食生活学会（菅原龍幸、殿塚婦美子）    日本食品衛生学会（春日文子） 日本調理科学会（市川朝子、長尾慶子）      （敬称略）         日本学術会議 健康･生活科学委員会 生活科学分科会委員 ７名    江澤郁子、春日文子、片山倫子、佐藤和人、渋川祥子、白澤政和、塚原典子  
        （敬称略、五十音順） 

  事務局：渡邉   （敬称略） 
 資料：生活科学系コンソーシアム構成学会および生活科学分科会委員名簿 生活科学系コンソーシアム規則 

H19年度活動記録、 前年度(H19年度)決算および今年度(H20年度)予算案 共催・後援に関する申し合わせ（案） 
 議事内容 １．生活科学分科会片山委員長からの挨拶     日本学術会議と各学会を結ぶパイプ役としてコンソーシアムを立ち上げた旨、また、コンソーシアム構成学会が中心となって活動が進んでいくことを期待する旨の挨拶があった。  ２．配布資料の確認（渋川会長） ３．活動報告（渋川会長）     H19年度の活動報告（生活科学系コンソーシアム設立の呼びかけから現在に至る）が会長よりあった。 ４．H19年度決算報告（塚原事務担当）     H19年度決算報告が示され、監事、春日委員より監査報告がされた。     これを受け、出席の構成学会および委員全員より了承された。 ５．H20年度予算(案)について（塚原事務担当）     H20 年度予算(案)について、収入の部および支出の部に関する予算(案)の説明があり、出席の構成学会および委員全員より了承された。 ６．共催・後援に関する申し合わせ(案)について（渋川会長）      共催について・・・審議事項としてメールにて承認をとる      後援について・・・構成学会の場合：提出と同時に承認とする               関連学会の場合：メールによる審議後承認とする      以上のことが承認された。 



＊ 日本調理科学会からの後援名義使用承認について報告された。 ＊ なお、共催・後援は本コンソーシアムの事業の 1 つであり、是非各構成学会にてアピールしてほしい旨、会長より依頼があった。 
 ７．今後の活動について     渋川会長より、本日（７/５）開催のシンポジウムの共催であること、また、コンソーシアム立ち上げの呼びかけが生活科学分科会だったことから、今までは、分科会主導であったが、今後はコンソーシアム主体で活動するために、運営委員会を立ち上げてはとの提案がなされた。 これを受け、次回会議までに各構成学会で運営委員会について検討してくることになった。       ８．その他     ・日本家庭科教育学会より、共催の７/５開催のシンポジウムにおけるシンポジスト選出 に関する意見が出され、今後は充分に構成学会と相談しながら執り行っていく旨、会長より発言があった。 ・生活科学系コンソーシアム第 5回会議日程：９月１１日（木）13:00～15:00      議題：運営委員会について他 

 

 

 

                                         以上 


